
はじめに

　私たちの生活や仕事に不可欠となっている「IT」の技術や仕組みについて，少し
でも理解していただこうというのが本書の目的です。

　一方で，「IT なんて分からなくても，インターネットやメールもできるし，スマー
トフォンだって，ゲームだって，このとおり。使ってますよ」ということも事実で
す。「IT」の技術，仕組みについての知識がなくても，問題はありませんし，「IT」
機器を使うことはできます。
　でも，少し考えてみてください。ニュースでは，毎日のように「IT」関連の話題
が流れています。
　「人気の通信端末の発売で長蛇の列」，「パソコンの遠隔操作問題」，「OSのサポー
トが終了」，「企業の個人情報が漏えい」，「今や無料通話の時代に突入」……。たく
さんありますね。
　現代人は，すでに，あふれる「IT」の中で生活をしており，「IT」とのかかわり
合いは，今後もますます深くなっていくことでしょう。このため，最低限の知識を
備えておいた方が，よりよい生活を送ることができると考えられるのです。将来に
わたって，これはとても大切な知識となることでしょう。

　本書は，「IT」について初めて学習をする方，あまり興味をもてなかった方に理
解していただけるよう，写真，図表，イラストなどを使いながら，やさしい言葉で
説明しています。すでに，ある程度の知識がある方には，再整理のために使用して
いただけるのではないかと考えています。
　本書を活用していただき，皆様の「IT」生活が少しでも豊かなものになることを，
そして，知識を生かして活躍されることをお祈り申し上げます。

2014年 7月
アイテック教育研究開発部
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第 1 部　基礎理論

ITの基礎理論
1.1

 情報の表現1
（1）アナログ表現とディジタル表現
　コンピュータは電気によって動くため，電気信号である「無」と「有」，
あるいはスイッチの「オフ」と「オン」の区別しかできません。このた
め，「無」と「有」や「オフ」と「オン」に相当する「０」と「１」の
数字に，全てのデータを置き換えて命令やデータを処理しているのです。
これをディジタル表現（データ）と呼びます。かつてからあるアナログ
表現（データ）と，身近なものを使って比較してみましょう。

図表 1-1　アナログ表現とディジタル表現

アナログ表現 ディジタル表現

「深夜の１時をちょっと
回ったな」
　　　　　　　　　　　　　　腕時計

「01：02」と表示

　　　　　　　　　　ディジタル時計

音声

絵画

携帯ディジタ
ルプレーヤ

スマート
フォン DVD

葉書や手紙 メール
メッセンジャー
サービス

　Information Technology。略して IT。日本語に訳すと情報

技術となります。でも，IT ってどういうことかって？まあ，

簡単にいうと，「０」と「１」で表現する「コンピュータを

上手に使う技術」のことなのです。

　今は，何だか分からないかもしれませんが，皆さんは，既

に IT，つまり「０」と「１」の中で生活しているんですよ。

　最初に身近なものから考えてみましょう。

012
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　文字盤のある腕時計を見て，「深夜の１時をちょっと回ったな」と言っ
たら，人間同士なら理解し合えます。しかし，コンピュータには「ちょっ
と」とか「だいたい」が通じません。ディジタル時計を考えてみれば分
かるでしょう。「01：02」というように，明確に表示されています。

（2）コンピュータ内のデータ表現
　コンピュータでは，すべてのデータが，この「０」と「１」に変換さ
れて処理されます。「０」と「１」の一つ一つをビットと呼びます。映
画などのような長いデータであっても，「０」と「１」に変換されてい
れば処理することができます。このようなビットの組合せのことをビッ
トパターンと呼びます。

図表 1-2　コンピュータ内のデータ表現
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ビット▶

ビットパターン▶

コ ン ピ ュ ー タ は，
はっきりとした性
格なんだね，

「いいえ」と「はい」，
「白」と「黒」，「オフ」
と「オン」を，「0」
と「1」に置き換え
るんだね。

1.1　ITの基礎理論

1
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確認問題

047

1

問１-１� （H25秋-IP 問76）

2 バイトで 1 文字を表すとき，何種類の文字まで表せるか。

ア　32,000 イ　32,768 ウ　64,000 エ　65,536

問１-２� （H22春-IP 問52）

2 進数 1.101 を 10 進数で表現したものはどれか。

ア　1.2 イ　1.5 ウ　1.505 エ　1.625

問１-３� （H25秋-IP 問64）

次の真理値表で示される入力 x， y に対する出力 z が得られる論理演算式はどれか。

ア　x AND y　　イ　NOT(x AND y)　　ウ　NOT(x OR y)　　エ　x OR y

確認問題第 1部

x y z

0 0 1

0 1 0

1 0 0

1 1 0

P047-048_第1部_確認問題.indd   47 14.7.25   9:56:15 PM
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第 3 部　技術要素

いて社会・経済の問題解決や，業務の付加価値向上を行う，あるいは支
援する業務」と定義されています。
　ビッグデータは，その名前のとおりデータ規模が大きいというのが量
的面の特徴です。量的面の定義があるわけではありませんが，数十テラ
バイトから数ペタバイト程度の範囲以上には及ぶだろうとされていま
す。直感的に分かりやすくするため，図表 3-29 にまとめます。

図表3-29　巨大なデータ量の例

　そのデータがどのように利用されるかという質的面も従来とは違いが
あるのではと考えられています。
　図表 3-30 に示すように個々のデータだけでなく，ビッグデータが
多種多様であることが特徴であり，そのデータを連携させることで付加
価値の創造があるかもしれないと期待されています。

図表3-30　ビッグデータとなる可能性がある多種多様なデータ

データサイズ 大きさの例

1 ギガバイト 約 10m に積上げた本のデータ量

1 テラバイト 図書館の本のデータ量

1 ペタバイト 200 万個分のキャビネットに入れた本（テキスト）のデータ量

1エクサバイト
5 エクサバイトは，過去から現在までに人類によって話された
語の数

1 ゼタバイト
高速のブロードバンドを使って，インターネットからデータを
ダウンロードするのに，110 億年を要するデータ量

（平成 24 年情報通信白書 情報通信審議会 ITC 基本戦略ボード｢ビッグデータの活用に関するアドホッ
クグループ｣ 資料を参考に作成）

ソーシャルメディアデータ
ソーシャルメディアにおいて
参加者が書き込むプロフィー
ル，コメント等

カスタマデータ
CRM システムにおいて管理さ
れる DM 等の販促データ，会
員データ等

オフィスデータ
オフィスのパソコン等におい
て作成されるオフィス文書，E
メール等

マルチメディアデータ
Web 上の配信サイト等におい
て提供される音楽，動画等

ビッグデータ

ログデータ
Web サーバ等において自動的
に生成されるアクセスログ，
エラーログ等

Web サイトデータ
EC サイトやブログ等において
蓄積された購入履歴，ブログ
エントリ等

センサデータ
GPS，IC カードや RFID 等に
おいて検知される位置，乗車
履歴，温度，加速度等

オペレーションデータ
販売管理等の業務システムに
おいて生成される POS デー
タ，取引明細データ等
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